
学 校 一 部 再 開 ！

５月２５日（月）から学級の約半分の子どもたちが隔日登校

し、担任と向かい合いながら学習を始めました。先生と子ども

たちが対面して授業をすることは当然のことと思っていました

が、久しぶりに授業風景を見てなぜかしら新鮮に感じました。

２５日（月）と２６日（火）は、ほぼ毎時間授業中の子どもたちの様子を見て回りまし

た。本当に子どもたちが教室にいるのかなと思えるほど静かでしたが、表情は生き生きと

しており、夢中で授業を受けていました。学校を休む子どもたちもほとんどいませんでし

た。全員がそろって学校生活を送れる日が、一日も早く来ることを願っています。

休校中は、家庭で過ごしている子どもたちのことが心配でなりませんでしたが、感染防

止のためご家庭にお邪魔することもできず、３ヶ月が過ぎてしまいましたことを大変申し

訳なく感じております。ご家庭の皆様方には、３ヶ月という長きにわたり様々な面から子

どもたちに寄り添い、関わっていただき大変ありがとうございました。

子どもたちは学校に通い始めましたが、コロナウイルスの感染予防に関する取組はこれ

からも続いていきます。学校では感染のリスクから子どもたちを守るために３密（密閉、

密集、密接）が同時に発生する場面をなくし、手洗いの指導や消毒を徹底していきます。

ご家庭においても、子どもたちの朝の検温と健康観察に協力いただきますようお願いいた

します。

まずは、安心と楽しさを

５月２５日（月）～６月１日（月）の間、子どもたちは分散登校

をしますが、学校生活に関する不安をなくし、学校での過ごし方や

生活リズムに慣れて欲しいと思っています。そして、「学校には友だ

ちがいて、一緒に遊んだり勉強したりして楽しい！」そんな感覚を早く取り戻してもらい

たいと思います。

今後は、これまで以上に集中させながら学習を進める場面も出てくると思います。だか

らこそ、学校生活を送る上での基盤となる子どもたちの心を安定させ、可能な限り子ども

たちがストレスを感じない環境づくりを最優先に取り組んでいきたいと考えています。

学校は楽しい、学校に行きたいと思う気持ちが高まってくれば、学習を頑張っていこうと

いう気持ちも自ずから高まっていきます。ご家庭でも、子どもたちが学校で頑張ったこと

をたくさん認め、褒め、励ましていただければと思います。

※ 裏面もご覧ください。
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